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－実践報告－ 
学内e-ラーニングを活用した看護技術の学習プログラムの試み 
― 自己動画視聴の活用― 
 
徳永基与子１，平野加代子１，久留島美紀子２ 
１京都光華女子大学健康科学部看護学科基礎看護学領域 
２滋賀医科大学医学部看護学科基礎看護学講座 
 
要旨 
  看護学生の看護技術の習得向上を目的に、講義と演習をつなぐe-ラーニング活用による自己学習の工夫を試みた。本プログ
ラムは、演習後の援助画像の視聴による自己評価の実施を組み込んだ学習プログラムである。その結果、①援助行動の自己評価
能力 ② 自己学習の動機付け ③グループワークへ学習効果の向上に有用であることが示された。 
キーワード: e-ラーニング、看護技術、自己学習、動画視聴、自己評価 
はじめに 
 医療の高度発展や少子高齢化社会のなか、臨床にお
ける看護師の看護実践能力は患者の生命や健康に大き
な影響を及ぼす。中でも看護技術は直接患者に提供さ
れるため、その習得状況は看護技術の質を左右する。
しかし看護基礎教育においては、限られた時間の中で、
多くの実践技術の習得は困難な状況にあり、教員によ
る教授方法の工夫や学生の自己学習は必要不可欠と言
える。一方、2001年大学設置基準の改正を受け、看護
学教育においても、看護実践能力の育成という看護系
大学の教育活動上のニーズを踏まえてe-ラーニングの
導入が試行されている１）。看護技術習得にはイメー
ジ形成は不可欠であり、習得を促進するうえで援助技
術の自己評価は欠かせない能力と考える。筆者らは 
看護技術の習得の促進を目的とした学内e-ラーニング
による自己学習と演習を組み込んだ学習プログラムを
開発した。今回、学習プログラムの内容およびその有
用性についての検討結果を報告する。 
 
学習プログラムの開発 
 
１. 本学習プログラムの目的 
(1) 自己学習を促進できる。 
(2) 自己の動作を客観的に確認し、自己評価できる。
(3) 他者の動作を参考に、自己の援助を工夫できる。 
また、e-ラーニングによる動画視聴は、学生が援助
動作を自己評価し、課題を明確にした上で演習が効果
的に学習出来ることを目的に、本学習プログラムに組
み込んだ。 
 
２. 学習プログラムの実際 
１)事前学習の活用：援助のイメージ形成を目的に、
教員が作成した体位変換・車椅子への移乗・臥床患者
のシーツ交換・臥床患者の寝衣交換・臥床患者の洗髪
（ケリーパッド使用）・臥床患者の全身清拭の6種類
の援助動画をe-ラーニングで配信する。援助動画とは、
技術演習の患者設定に合わせた援助場面であり、事前
に学生に提示した各技術のポイントを網羅するよう内
容を検討し作成した。表1に車椅子への移乗技術のポ
イントを示した。学生は援助動画を視聴し、学生個々
で技術演習での援助の計画書（以下、計画書）を作成
する。 
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２)１回目の技術演習： わかりやすい計画書の具体的
内容を確認する目的で、最初にグループ内で最もイメ
ージしやすい計画書を選択する。その計画書に沿って
練習し、出来上がったと判断した時点で学生がビデオ
カメラで録画する。なお、撮影方法等については、技
術演習の初講のオリエンテーション時に説明する。各
グループの動画は、教員が技術演習翌日に、学内e-ラ
ーニング上にアップロードする。 
３)２回目の演習までの自己学習： 次回の演習までに
より具体的な動作のイメージを描くことを目的に、 
学生は自己の計画書を完成させる。この作業は、e-ラ
ーニング上にある所属グループの動画を視聴しながら、
 教員のアドバイスも参考に、実施する。未視聴の学
生には教員が視聴状況を確認し、個別に連絡し視聴を
促す。尚、グループの動画の視聴及び計画書の修正は、
２回目の技術演習の参加条件である。 
４)２回目の技術演習：学生は自分の計画書に沿って
練習し、全員がビデオカメラで録画を実施。翌日には
教員がe-ラーニングにアップロードする。 
５)演習後の自己学習：自己の援助を評価する目的で、
e-ラーニングで自己の動画を視聴し、記録用紙に自己
評価を記載し提出する。この時の評価視点は、事前に
提示した各技術項目のチェックポイントである。 
                          
表１ 車椅子への移乗技術のポイント 
セルフチェックポイント 
患者の条件の確認・準備 
① 患者に説明したか 
② バイタルサインの確認をしたか 
③ 室内が寒すぎないか 
④ ベッドのストッパーを確認したか 
⑤ 端座位時に患者の足底が床に着くくらいの高さに、ベ
ッドの高さを調整したか 
車椅子への移乗の実際 
① 車椅子を固定したか 
② 車椅子を固定し、フットレストを上げたか 
③ 患者の体位を端座位にし、足元を安定させたか 
④ 患者を支えて立たせ、いったん立位を安定させたか 
⑤ 患者を支えながら、軸足を支点に回転し、車椅子に座
らせたか 
⑥ 患者を車椅子に深く座らせ、安楽な体位に整えたか  
⑦ 衣類や掛物を整えたか 
⑧ 患者に次の行動へ移るイメージを描かせながら声掛け
したか 
図１ 本学習プログラムのプロセス 
図２ 演習・自己学習のプロセス 
図３ e-ラーニングの画像 
学習プログラムの教育効果 
１．リアクションペーパーから抽出された学生の感想 
や演習終了後のリアクションペーパーの記載から、本
プログラムの効果と捉えることができた記述内容を選
定した。その内容は表２のとおりである。 
２． 本学習プログラムの学生の評価 
「動画視聴の効果」「自己学習への効果」の視点で
評価を確認する目的で、上記のリアクションペーパー
の内容を基に質問紙を作成し調査を実施した。質問紙
の項目及び結果は表3及び表4に示した。 
 
考察 
動画視聴により学生は自己の動作を客観視すること
で、できた行動できなかった行動を確認していた。で
きなかった行動の発見は、もっと学習しようという学
ぶ意欲につながる可能性がある。真嶋は「看護技術提
供場面を映像や音声で示したことで、学生のイメージ
化を助け、看護技術習得に関する達成度を高めること
ができる」2)と述べている。このことより、動画によ
り自己のできる部分できない部分を確認する。つまり
具体的な行動確認は自己評価の能力向上へも効果が期
待できる。また、演習でのグループ内での意見交換
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表２ リアクションペーパーから読み取った学生の感想 
  
表３ 動画視聴の効果 
n=98
できない行動の確認
になった
0 (0.0) 2 (2.1) 13 (13.8) 20 (21.3) 57 (60.6)
出来ている行動の確
認になった
0 (0.0) 3 (3.2) 15 (16.0) 26 (27.7) 48 (51.1)
次への課題の発見に
なった
0 (0.0) 3 (3.2) 13 (13.8) 24 (25.5) 51 (54.3)
自己動作の客観視に
なった
0 (0.0) 1 (1.1) 15 (16.0) 26 (27.7) 50 (53.2)
グループ内の意見交
換につながった
1 (1.1) 12 (12.8) 31 (33.0) 19 (20.2) 29 (30.9)
自分と他の人の観察
視点の差に気づいた
2 (2.1) 14 (14.9) 27 (28.7) 22 (23.4) 27 (28.7)
他のグループの画像
が参考になった
2 (2.1) 8 (8.5) 20 (21.3) 24 (25.5) 38 (40.4)
繰り返し視聴可能で
あった
0 (0.0) 3 (3.2) 10 (10.6) 28 (29.8) 51 (54.3)
全く思わない
あまり思わな
い
普通 少し思う 思う
人数（％）
 
 
 
 
表４ 自己学習への効果 
n=98
自己学習の参考にな
った
0 (0) 3 (3.2) 14 (14.9) 30 (31.9) 46 (48.9)
自己学習の動機付け
になった
0 (0) 3 (3.2) 25 (26.6) 31 (33.0) 33 (35.1)
行為のイメージが描
けた
0 (0) 3 (3.2) 15 (16.0) 26 (27.7) 47 (50.0)
やる気につながった 1 (1.1) 4 (4.3) 30 (31.9) 25 (26.6) 32 (34.0)
人数（％）
全く思わない
あまり思わな
い
普通 少し思う 思う
 
 
 
 
自分の技術を客観的に見ることができ、改善点も見つけやすかった 
違う人のやり方を見ることができ良い刺激になった 
出来ていないところが発見でき、次回につながっていく点がよかった 
自分では出来ていると思っても、実際の様子を見ると全然出来ていない。それを確認できてよかった 
撮影する人によって、ズームの方法・撮る場所や角度が様々。どの視点で見ているのかが参考になった 
自分ではできているつもりが、出来ていなかったことを確認すると、次に生かせる 
自分のできていないところがわかると、その後の練習でその部分を重点的に練習が出来た 
他のグループの実際が見られることで、より工夫することができた 
教員の動画や市販のDVDと、自分の動画を見比べて、無駄な動ごきや出来ていない部分がわかった 
自分のできていないところを知り、次に練習する際にどこに気をつければ良いかがわかってよかった 
自分の姿勢を見て、ベッドの高さを調整したほうが楽だと気づいた 
自分の動きをすべて見ることで、改善すべきところを見つけられた 
たとえ間違っていたとしても、グループで助け合って演習に臨めた 
演習している時より広い視点で見ることができ、全体の流れを考え直すのに役立った 
動きと動線を見ることができた 
どこをどう直したらいいのか、今後にどうすればいいのか工夫ができた 
自分の演習姿が見られ、改善点が第三者の目線から見ることができる 
他のグループの援助を見て、自分のグループ援助に役に立った 
ほかの人の演習を見ることで、いろんな方法を知ることができる 
患者さんからの視点からの見ることで、いろんな立場の人の気持ちを考えることができた 
援助している時にはわからない、細かい点を見ることができた 
グループ皆が進んで患者役・看護師役を申し出てくれた 
意見交換が多くなり、同じ意見が少なかったことも良い点と思う 
グループの演習を何度も見直すことができた 
自分の動作を自己評価し、改善につなげるためには良いと思う 
何度の繰り返し見ることで、視聴するたびに自分の長所・短所を確認できた 
ほかのグループの動画を見ることで、他が工夫しているところを確認でき、自分たちの今後の改善点がわかった 
自分たちのグループで無駄だなと思う行動が確認できた 
今後のやる気につながった 
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の促進になっていることから、動画視聴による自己学
習という個人学習により、演習でのグループ学習に良
い効果を与えた可能性がある。グループで撮影した動
画というメンバー共通のツールを個人学習及び全体学
習で利用したことが、グループ学習に何らかの影響を
与えたことが予測される。 
また、他のグループ（動画）を参考にすることで、観
察点の差に気付けている。これは演習場面では確認が
困難な他グループの行動を参考にできる、e-ラーニン 
グでのメリットと考える。本学習プログラムは、演習
とe-ラーニングによる自己学習を、ブレンドした学習
プログラムである。つまり対面型学習である集合学習
と、e-ラーニングを活用した個別学習をブレンドした
学習プログラムと言える。宮地はブレンド型学習の効
果を「学習者の孤立を防ぐ」「学習意欲を高める」
「学習効果を高める」「効果的な学習の分業が期待で
きる」３）と述べている。さらに「e-ラーニングと対
面型授業を織り交ぜることによって、学生の連帯感や
励まし合いも手伝って、孤独感を防ぐ効果が期待でき
る」３）と述べている。 
演習のグループワークで作成し撮影した動画をe-ラ
ーニングで個別に検討し、それにより次の演習内での
意見交換が促進された。つまりグループワークの学習
効果が高められたことが予測される。また、「やる気
になった」「次の参考になった」との記述から、学生
の学習意欲の向上につながっていた。 
したがって、e-ラーニングによる事前学習や動画視
聴による自己学習は、演習の学習効果を向上させる可
能性があると考える。以上より、本学習プログラムは
看護技術向上に以下の点で有用であると考えられた。 
１． 自己学習の動機付け  
２． 援助行動の自己評価能力 
３． グループワークの学習効果の向上 
 
まとめ 
e-ラーニングによる自己動画の視聴は、演習でのグ
ループワークに活かされることで、看護技術習得への
好影響を期待することができると考える。しかし今回
は、学習プログラムの利点に焦点を絞っている。動画
の画質低下による見づらさや、未視聴学生の存在とい
う学習効果の低下要因への対策を検討する必要がある。
また、有用性が予測された項目の具体的な内容を明ら
かにし、学習プログラムの改善を進めたい。 
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